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学（3.3）という 3 種の学問的基盤に分けて論じる。ここで上記 3 種の学問的領域に分類す
る理由は、学問的背景により、注目するバリエーションとバリエーションを学習・教育す





いう視点から提示し、最後の第 6 章では、第 1 章から第 5 章までの議論をまとめる。 
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表 1 バリエーションが指し示す範囲 
範囲 注目する対象 具 体 例 
狭義 指示的同一性 可能の着ラレルと着レル、否定の行キマセンと行カナイデス 
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的には、中国の大学で日本語を専攻している学習者 30 人（「JLPT」N1 レベル）が、NHK
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（2）日本語母語話者のもつ意味の多様性から考えられること 























Native speakers of any kind, and perhaps especially of English, are a 
heterogeneous collection. They belong to all kinds of community and conform to all 
manner of different socio-cultural and linguistic norms of appropriacy as far as 











































































田 2008：22）の重要性を主張する応用言語学者 Widdowson の諸概念を用いて、展開の可
能性について論じていくこととする。 
Widdowson のことばを借りると、教室は「a place where contexts can be contrived to 
create local realities conducive to learning」（Widdowson2003：179）である。今後は、












のにするための方法を探ることである（図 1 の（B）と（C）の関係）。図 1 は、Widdowson
（2003：178）が述べる、言語教育が追究すべき三つの対象を、本稿のテーマに置き換えて
作成したものである。原文において、A は English as experienced by users、B は
descriptive models、C は pedagogic prescription、つまり the language subject とされて
いる。Widdowson（2003：94）は、C に該当する the language subject we teach と A に






















































































18 巻 1 号では「コンテキストに応じて一話者内で観察されるバリエーション」（高野 2012）を「ス
タイル」と定義し、社会の流動化、複雑化によることばのスタイルの多様化の解明を試みている。 
 4 話し手の「発話に払われる注意の量」（Attention paid to speech）に注目した Labov（1972）に
代表されるスタイル研究は、主に話しことばを中心に種々の角度から論じられてきた。Labov に
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design 等がある。 
 5 Tarone は 1970 年代から、社会言語学的基盤に基づく中間言語の変異性に注目した。（cf. Tarone 
1998） 
 6 異文化間語用論の中に言語教育への応用を目的とするものもある。それらは「比較される二言語
がある学習者の L1 と TL である場合、それぞれの言語の語用論的特徴を明らかにすることによ
り、学習者が特に習得に困難を覚える側面や L1 の語用論的規範の L2 の使用への不適切な転移を
予測する手助けになるという考えに基づいている」（清水 2015［2009］：61）。 
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